
担当区 区 担当係 係 名前

ボランティアマニュアル

お問い合わせ

ご不明な点は、下記のボランティアデスクにご遠慮なくお問い合わせください。

093-531-2573ボランティアデスク
受付時間／9:00～17:00(土・日・祝日除く)

●集合場所のお問い合わせは、2月16日(金)までにお済ませください。

●大会直前のお問い合わせは、

2月16日(金)9:00～20:00／17日(土)7:00～20:00／18日(日)5:00～9:00

２０２４年2月１８日（日）

コース活動内容
収容関門係

ボランティアマニュアルや動画が
スマホからも確認できます。
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活動上諸注意

北九州マラソン
ボランティアデスク 093‐531‐2573

●受付時間／9:00～17:00（土日祝除く）

●前 々 日／9:00～20:00

●前 日／7:00～20:00

●当 日／5:00～9:00

●開設期間／2024年2月29日(木)まで

当日の欠席、遅刻の連絡先１

①やむをえない事情で当日に欠席、遅刻する場合は、北九州マラソンボランティアデスクに必ず連絡してください。

また、事前にお分かりの場合も必ずボランティアデスクに連絡してください。

②欠席の場合、配布した「ボランティア支給物品」は返却してください。その際の送料は自己負担です。

③原則として、活動中の早退、途中参加はできません。

活動場所への移動２

当日持ってくるもの4

個人の貴重品、荷物など5

服装識別3

担当 帽子 ウェア ビブス

市職員 白 オレンジ
室内のみ

オレンジ

ボランティアリーダー ー 黄 オレンジ

ボランティア（屋外） ー 黄 ー

ボランティア（屋内） ー ー 黄

ゴミの分別について６

❷ペットボトル

キャップは外して一緒のゴミ袋
に入れる。ラベルはそのまま。

●ペットボトルとキャップ

❶段ボール

●段ボール

❸その他

●紙コップ ●紙コップ以外の
燃えるゴミ

●燃えないゴミ

・原則として、集合場所までは「公共交通機関、徒歩など」で移動してください。 （駐車場はありません）

・移動に関する交通費やその他の報酬などは支給されません。

□ボランティアマニュアル（この冊子）

□時計（時刻が確認できるもの）

□雨具(レインコートなど）

□ボランティアウェア

□防寒具（カイロなど）

□筆記用具

□スタッフパス

□携帯電話、スマートフォン(お持ちの場合）

①ボランティアの荷物置き場、預かり場所はありません。

②ウエストポーチやリュックなど必ずご自分の身に着けられるもので自己管理してください。

③貴重品や荷物の盗難、紛失に関して主催者側は一切責任を負いません。

担当 帽子 ウェア ビブス

救護 赤 赤 白

AED隊 赤 赤 ー

AEDサポート隊 赤 ー 赤

審判員 紺 紺または黒 ー

①今年からボランティアウェアの着用ルールが変わります。

②キャップの配布はありません。ポンチョを配布いたします。

③過去に配布されたボランティアウェアをお持ちの方は、ポンチョの代わりに着用いただいても構いません。

④屋内で活動される一部の方には、当日ボランティアビブスを貸与しますのでそちらを着用してください。

※以下ボランティアウェア・ポンチョ・ビブスすべてを「ボランティアウェア」と表記します。
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北九州マラソンに関わるみなさまへ２

ボランティアのみなさまには、市内はもちろん全国から参加する１万2千人を超えるランナーが安全・安心に大

会を楽しめるよう、運営をサポートしていただきます。活動にあたって、下記のお願いごとがあります。

心得① 『とにもかくにも安全第一‼』

ランナー、ボランティア、応援の方、大会関係者、通行する人や車、近隣にお住いの方や事業所のみなさまなど、すべての

方にとって安全に大会を運営できるよう、それぞれの場所にご留意をいただきながら活動をお願いします。

押さえておきたいポイント１

●団体・グループ・ファミリーの代表者は、必ず活動日までに以下の事項をメンバーへお伝えください。

①集合時間・場所を確認

スタッフパスとマニュアルにご自身で記入してください。

②活動内容を確認

自分の担当係（活動場所）と位置（目印や○○km 付近）を必ず確認してください。

③当日は、必ずボランティアウェア（黄）を着用（スタッフパスは貼付）

マニュアルを持参することも忘れないように。

④みなさまのリーダーは 『北九州市職員』、『ボランティアリーダー』

当日は、市職員・ボランティアリーダーの指示により活動を行ってください。状況によっては、警察官・警備員・審判員の

指示に従ってください。

市職員による出席確認・活動内容の説明・配置場所・備品の確認を行った後、活動を開始してください。

⑤傷病者対応に困ったら、スタッフパスの表面に記載の『救護本部』に連絡‼

意識がない方を見つけたら、迷わず119番に通報してください‼

あわてずに、落ち着いて対応すること。何よりもまず命が最優先です。緊急時は迷わず通報してください。

基本情報

心得③

『マナーアップでみんなニッコリ‼』

すべての方にとって、気持ちの良い大会にな

るよう、マナーアップにご協力ください。

❶ボランティア活動場所への移動には、公共

交通機関を利用しましょう。

❷ごみ拾いにご協力をお願いします。

❸長時間にわたる場所は交替で休憩をとるな

ど、助け合いながら活動しましょう。

➍ボランティア用のウェアは目印です。

一番上(コートなどの上)に着用してください。

また、休憩中はウェアを脱いでください。

心得②

『ボランティアの笑顔なくしてランナーの笑顔なし‼』

「がんばっとる人を見たら、ほっとけんちゃね！」とキタキュー人の熱～

い気質で、良い意味でのお節介(＝おもてなし)をお願いします。みなさ

まの温かい心づかいと笑顔のおもてなしは、きっとランナーの心に残る

ことでしょう。

外国人や障害のある方も参加しています。筆談・手話など特性に応じ

たコミュニケーションをとる、要補助者用更衣室（スタート会場・フィニッ

シュ会場のみ）の場所を案内できるようにしておくなど、すべてのラン

ナーにサポート・応援の気持ちを示しましょう。

頑張って
ください！

両手をグーにして、両腕を胸の前
で水平に構える。両手をグーのま
ま、上下に2回動かす。

左の手のひらを下にしてグーに
する。右手もグーにして、左手首
を2回たたく。

お疲れ様
でした！

応援の気持ちを示す手話
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コースマップ
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収容関門係

業務概要１

業務の流れ２

①審判員の関門閉鎖業務の補助と、棄権者への収容バス乗車の案内を行う。

※20km関門は収容バスがないので、棄権者をフィニッシュ会場のランナーサービスへ誘導する。

②収容関門閉鎖時刻30分前までは他係（コース整理係(P.17参照)、エイドステーション係(P.25参照)など）の活動を補助する。

※棄権し収容バス乗車を希望するランナーがいればその都度案内する。

①担当区の区長、関門ディレクターと顔合わせをする。

②収容関門係ボランティアは区長の指示で解散するため、解散時の再集合場所を確認しておく。(20km関門は除く）

※11km関門以降は軽食の支給があるため、休憩場所を確認しておく。(P.11・14参照)

❶集合

①審判員と関門の位置を確認する。(P.30以降のコース図参照)

②救護所にある収容関門用備品を確認する。（上表「備品リスト」参照）

※3km関門は集合場所に備品がある。

③関門看板を設置する。

ランナーの走路を防がず且つ、ランナーから見えるコース沿いに設置する。

※制限タイマーは審判員が設置・セットする。

④救護所（3km関門は集合場所）からバス1台につきドリンク2ケース、毛布5枚、

タオル50枚を車内に運び最前列に置いておく。

⑤収容バスが到着したら関門ディレクターと、台数・号車・座席数を確認する。

（20km関門は除く）

❷準備

【収容関門で連携する各スタッフと役割について】---------------------------------------------------------------

審判員

◆関門閉鎖時刻に間に
合わなかったランナーに
競技を中止させる。

審

収容関門係

【共通】
◆収容関門に必要な物の設置。
◆審判員がランナーを止める際の補助。

 【ボランティア】
◆関門閉鎖時、収容関門テープでランナーを止める。

 【市職員】
◆収容バスに乗るランナーの管理。
◆収容バスでランナーと一緒にフィニッシュ会場

  まで移動しランナーのケアを行う。

市 ボ

（市職員） （ボランティア）
（近畿日本ツーリスト）

関門ディレクター

◆各収容関門にて各バスの
運行管理を行う。

◆救護所およびバス内の備品
   の管理を行う。必要に応じて
   備品の不足している関門等に
   輸送の指示を出す。

関 市

◆駐車中の収容バスで
   ランナーのケアを行う。

収容バス管理係

最後尾バス乗車係

◆関門より手前で棄権した
  ランナーを最後尾バスに
   乗せ管理・ケアする。

市

※救護所付

【関門看板設置の様子】

【収容関門一覧】 【備品リスト】

関　門 場　所 距　離 閉鎖時刻

3km 関門 到津の森公園前   3.1ｋｍ 9:40

8km 関門 いのちのたび博物館前   7.5ｋｍ 10:16

11km 関門 牧山交差点 11.3ｋｍ 10:47

15km 関門 真颯館高校下 15.3ｋｍ 11:20

20km 関門 小倉駅(新幹線口)交差点手前 20.3ｋｍ 12:00

25km 関門 門司駅前北交差点 25.5ｋｍ 12:43

29km 関門 シーサイドプラザ前 28.8ｋｍ 13:10

32km 関門 西海岸駐車場前 32.0ｋｍ 13:36

36km 関門 門司ロジスティクス 35.8ｋｍ 14:07

40km 関門 赤坂海岸交差点 39.9ｋｍ 14:41

3km・8km関門（１）

11km・１５ｋｍ関門（２）

上記以外（３）

備品

ショルダー式トラメガ

収容関門テープ（10m）

布ガムテープ（白）

審判員用
クリップボード

黒ボールペン

ビニール袋（90L）　透明

大時計

関門看板（重しあり）

車いす（20km関門のみ）
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収容関門係

①関門閉鎖10分前になったらボランティア2名は収容関門テープをスタンバイする。
②閉鎖時間になったら、収容関門テープを伸ばし、ランナーを止める。（審判員からの合図に従う）

※審判員が閉鎖時間の5分前、2分前、1分前、30秒前をアナウンスし、10秒前からカウントダウンを行う。
③「❸ランナー通過中」と同じ要領で、棄権者を収容バスに案内する。

【20km関門担当のみ】収容バスがないため下記要領で活動終了・解散
①動けない棄権者がいたら車いすでフィニッシュ救護所(上図参照)まで運ぶ。（車いすは使い終わったらフィニッシュ救護所へ）
②周辺にランナーがいないことを確認し備品回収後「❻活動終了、解散」へ

➍関門閉鎖

①市職員は救護所に収容ランナーが残ってないかを、救護所主任（水色ビブス着用）に確認。
※8km・11km・15kmの関門ディレクターは救護所の車椅子と備品、段ボールを収容バスに乗せる。

②周辺にランナーが残っていないか確認し、関門ディレクターの指示でバスを出発させる。
③輸送中のランナーに異変が生じた場合は、同乗している救護スタッフ（1名）に対応を要請。必要に応じて救護本部に連絡し

指示を仰ぐ。
④収容バスがフィニッシュ会場に到着したら、現地で待機している収容バス降車場係（市職員・ボランティア）へ引き継ぐ。

 必ずバスに乗せたランナーが全員降車したかを確認すること。

➎収容バスの発車

①ボランティアは片付け後、区長が指定した再集合場所に集合し、挨拶をして解散。
②市職員は配布された備品を備品ルームへ届けて解散。(上図参照)

❻活動終了・解散

①関門閉鎖30分前までは他係の補助を行い、収容バスに乗車する棄権者がいる場合はその都度案内する。

❸ランナー通過中

①収容バスの号車番号が若い号車から案内し、「最後尾」と書かれたバスには乗せない。

②『最後尾バス』は、次の関門までのコース上で棄権するランナーを収容するため乗車できない。）

２０km関門
のみ 市職員

ボランティア

①関門閉鎖前に棄権を申告してきたランナーを収容バスに案内する。

②収容バスに向かうランナーの動線を確保する。

観客が動線を妨げている時は「ランナーが通りますので道をあけてください」と声をかける。

③特に20km関門以降は観客が多いので、ランナーの動線確保に努める。

①関門閉鎖前に棄権し収容バスに乗る場合、アスリートビブスのバーコードを読み込み、収容バスに乗せる。

②収容バスがまだ到着していない場合は、到着まで待ってもらう。

③体調が悪い場合は救護所に案内する。(裏表紙参照)

※救護を必要としないランナーが救護所に滞留しないよう注意。(特に20km関門)市職員

ボランティア

注意！

①棄権者をフィニッシュ会場[入口D]（下図参照）へ誘導する。

※[入口A]から入るとタオル渡しなどのランナーサービスを受けられないため[入口D]へ

②観客が動線を妨げている時は「ランナーが通りますので道をあけてください」と声をかけ、

ランナーの動線確保に努める。

収容バス

【フィニッシュ会場図】

収容バスピッ!
アスリートビブス

バーコードを
読み取る

①バーコードリーダーの使用は市職員が行う。
②バーコードリーダーは収容バスに備え付け。
③同一バスで同一ランナーに2度以上の読み込みを行った場合

反応音は鳴るが、一番最初の情報だけが反映される。
④バーコードの読み込みは「乗車時」のみ行い、「降車時」は行わない。

※20km関門は行わない西日本総合展示場 本館

西日本総合展示場 新館

入口

A

備品ルーム

総合案内所

フィニッシュ救護所

あ
さ
の
潮
風
公
園

入口

D

入口

B

【バーコード読み取りについて】
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